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介護老人保健施設はまゆう

特別養護老人ホームはまゆう

---特別養護老人ホーム「のでらはまゆう」の開設---
　平成26年が始まりました。今年は社会福祉法人賛幸会に新しい特
別養護老人ホ-ム「のでらはまゆう」の建設が開始され、12月には開
所運営が開始される年となります。これにより現在の特別養護老人
ホーム「はまゆう」（60室）、短期入所生活施設「はまゆう」（40室）、グ
ループホーム「はまゆうの里」（18室）にさらに75室が加わりますの
で、鳥取市においては特養入所についての待機状態は大幅に緩和さ
れ高齢者の老後の生活と介護についての不安は少なくなるといえま
す。高齢者福祉を大切にされる鳥取市の市政の成果と言えます。
　加えて「はまゆう」は全室個室でユニットケアで運営されており高
い質のケアが隣接する診療所よりの医療とともに提供されます。　
　医療は特養の勤務医師と隣接の診療所から24時間提供されま
す。「はまゆう」で提供する特養は、長期の生活、終の棲家としての
家としてご利用がいただけますが、加えて「短期入所生活施設」を
利用することで自宅での生活との行き来による在宅生活を支える
機能も持っております。
　近年、高齢者の生活の場として「サービス付高齢者住宅」「有料老
人ホーム」なども選択可能となっていますが、これらは基本的には
高齢者のアパートですから多くは外部から介護サービスが必要に
応じて提供されるものですから24時間のケアは受けられず、また
医療提供が保証されないため、介護や医療が必要になった場合に

は、必要な介護の増加に沿って費用が増加するため高齢者の将来
の不安は解決できません。また医療も外部からの往診に頼りますか
ら必要な医療的な管理が保てないのが現実です。

----地域との連携在宅生活支援----
　さて、国の経済の弱体化と団塊の世代の高齢化による高齢者の
増加により、今後は特養や老人保健施設などを中心とした高齢者
の介護保険に守られた生活は保障されず、限られた数の方だけが
受けられるサービスとなるでしょう。したがって今後の多くの人々
は、一人一人が地域で生きる方法を模索し地域で作ることが求め
られています（国が提唱する地域包括ケアシステム）。
　しかし現実には国の計画（地域包括ケアシステムの創設）に従っ
て、自治体が地域と協力して作るそのような自助共助組織を作り上
げることは大変なことです。
　地域包括ケアシステムの中では地域の中で核となって地域の中
でサービスを組織し地域の生活を住民自らが支える活動が必要で
すが、住民だけでできる創設維持ができる組織ではありません。今
後「はまゆう」はこの「地域包括ケアシステム」の創設に向かって、従
来の施設の枠から出て地域の核となり、地域の方々が今まで通り
の生活を自宅で継続できるようなしくみづくりを住民の皆様と作っ
ていく努力をすることをお約束します。

　老健２階では、お正月に服部神社へ初詣に
行きました。少し風が冷たかったですが、外
の景色を眺めながら、皆様に楽しんでいただ
きました。
　また、職員お手製のおみくじを引いてもら
い、今年一年良い年になるよう祈願しました。

　２月２日、恵方巻きを作り
ました。
　高野豆腐、玉子焼き、ほ
うれん草などを入れ、丁寧
に巻いていきました。
出来上がった恵方巻きを
見て「もうそんな日になっ
たかな」と言われる方もお
られました。
また午後からは、豆まきを行い、無病息災を願いました。

　デイケアホールにて、25
年を締めくくるイベント、餅
つきが開催されました。
　絶妙なバランスでつきあがっていく餅に利用者様からは、ヨイショ・
ヨイショの大きな掛け声が、つきたてのお餅を小さく丸め、ぜんざいに
して利用者様全員で、美味しくいただきました。

　今年もさざなみ会の皆さんにデイサ
ービスに来て頂きました。貝殻恋唄の
踊りや、銭太鼓など、十三の演目を披
露して下さいました。デイサービスの
利用者様はもちろん、特養やグループ
ホームの入所者様もすばらしい踊りや
豪華な衣装にうっとりされて、楽しい時
間を過ごしました。
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-------- 高齢者の生活の今後 ---------
特別養護老人ホームと在宅生活の維持

社会福祉 ・ 医療法人賛幸会　理事長　田中　彰



寄付・寄贈、ボランティアの皆様の紹介

写真、氏名に関しては、ご本人、又はご家族に承諾を得て掲載しております。
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　今年も早いもので３ヶ月が過ぎ、春を感
じられるようになって参りました。新設とな

ります「のでらはまゆう」とともに今後とも宜しくお願い申し上げます。

はまゆう人物紹介 Ｎo.32

●歌のボランティア　石川卓夫様
●庭木の剪定　森田・小森様
●歌と踊り　 さざなみ会様
●生花教室　長石啓子様
　　　　　　村上美利子様

●お茶会　小泉良子様
●アコーディオン　中嶋玲子様
　　　　　　　　　斧谷　操様

はまゆうでは、行事や外出のお手伝い、お話のお相手、清掃活動
など、ボランティアをして下さる方を募集しています。
各施設事務室までお問い合わせください。
はまゆうへのご協力をお願い申し上げます。

　１月６日付けで社会福祉法人の事務職として採用いただきました。
　４９歳にしての転職！前職では流通関係の組織で人事労務関係や経
営企画・管理といった業務を長年経験して来ましたが、ご縁があってお
世話になることになりました。全く違う業界で戸惑うことばかりです
が、やさしい？職員の方々に支えられながら頑張っています。
　現在は、「のでらはまゆう」の開設にあわせスタートする「定期巡回・随
時対応型訪問介護看護」事業の具体化に向けた検討を担当していま
す。この事業を基盤として「高齢者の方々が住み慣れた地域の中で支え
られた生活」を実現するため「地域包括ケアシステム」を具体化し「地域
を支える核」となる活動を果たす為に尽力していきたいと思います。
　まだ、入職して日も浅く無知なところがあり、ご迷惑をおかけするこ
とも多々あろうかと思いますが、暖かく接していただければ幸いです。
引き続きよろしくお願いします。

　老人保健施設「はまゆう」
の道路わきの花壇に真冬の
雪の中でも黄色の花が鮮や
かに咲いています。老健はま
ゆうが開所した平成11年7
月より「はまゆう」を見守って
いる花ユリオプスデイジー
です。ユリオプスとはギリシ
ャ語で大きな眼を持つと言
う意味だそうです。「はまゆ
う」と同様に大事に育ててい
きたいと思います。

日々、仕事や家族介護により腰痛を自覚している方は少なくないと思い
ます。自分の身は自分で守る。今回は腰痛を予防する体操を紹介します。
１．「ひざかかえ体操」
【ねらい】お腹の後ろにある腸腰筋、および腹筋を鍛え、出っ尻を矯正する。
【方　法】仰向けにひざを軽く立てる。片方のひざに両手をのせ、足の力
　　　　でひざをお腹に近づける。手に力を入れないよう注意する。
　　　　それぞれ10回ずつやったら、最後に両ひざを一緒に。（図1）
【腰痛体操のコツ】
●第一は無理しないこと。自分の年齢や体力を忘れずに、腰痛の強くな
い時期を選んで行いましょう。

●動作はゆっくり5秒以上かけて行いましょう。休憩しながら10回程度
で十分です。

●休み時間や寝る前など、毎日続けることがコツです。3ヶ月位は続けま
しょう。

　本人からもよく「香取」のことばを聞き、ケアプランをたて家族の都
合も聞きながら計画を立て、平成２５年１２月８日にふるさと訪問を実施
しました。
　当日は、風は冷たかったですが天候は快晴でした。ご本人さんは、香
取に着くまで寝ておられました。到着すると車椅子のまま家の中まで
あがらせていただき、家族さんから昔の臣子さんのお話を聞かせて頂
きました。
　「家の近くに畑があり梨を作っていた」「手先が器用で穴があいた着
物などを縫って直していた」「そこまで出かけるのにメモを書いて出か
けていた」などたくさん聞かせて頂きました。
　家の匂いや家族さんの声に気づいたのか、起きられて「お茶でも飲
んで…」と話し始められました。限られた時間での訪問でしたが本人さ
んも懐かしいお家に帰られ喜ばれたと思います。今後のケアに生かし
ていきたいと思います。

↑老健施設はまゆう入口の花壇に咲くユリオプスデイジー（常緑低木）

　老健3階ではおはぎ作りをしました。
　つぶして丸めたご飯に、きなこをま
ぶしたりあんこは中に入れたり外に付
けたり。お好きなように作られるとそ
のままパクリ。
　美味しく出来た様子で皆さんの素敵
な笑顔が見られました。

事務部長　福田伸一郎　
趣味：野球、ゴルフ、ラグビーなどスポーツ
全般。渓流釣り（愛車ジムニーと共に森林
の渓流に出かけています）。
座右の銘：「一山一家」
※福島県いわき市は、戦前炭鉱で栄えて
いた地域でした。いわき市の炭鉱は、厳し
い環境の中での作業を強いられていたた
め、「作業をすれば皆家族」という絆が生ま
れたと言います。この絆が、「一山一家(い
ちざんいっか)」という言葉を生んだとのこ
とです。「一山一家」とは、「ひとつの炭鉱ひ
とつの家族」。すなわち同じ職場で働く
人々は家族同様であるという意味を示し
ます。

老健3階

図1

腰痛体操のすゝ め

　本人からもよく「香取」のことばを聞き、ケアプランをたて家族の都　本人からもよく「香取」のことばを聞き、ケアプランをたて家族の都　本人からもよく「香取」のことばを聞き、ケアプランをたて家族の都
合も聞きながら計画を立て、平成２５年１２月８日にふるさと訪問を実施合も聞きながら計画を立て、平成２５年１２月８日にふるさと訪問を実施

ふるさと訪問ふるさと訪問
特養3階

おはぎ作り

　老人保健施設「はまゆう」

ユリオプスデイジーユリオプスデイジー

寄付 ・ 寄贈

ボランティア活動

ボランティアの皆様、
ご協力ありがとうございました。

皆さん、はじめまして。




